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   An artificial kidney apparatus, called "Blood Cleaner" in which electrodialysis techni-
que is adopted was invented by the author. Principally its theoretical parts are treated 
and derived several conclusions  (1) Speed of removal of a substance by this apparatus 
depends only on applied voltage, and its control and regulation are very easy.  (2) Amount 
of solution of electrolytes i  needed much less than others and the value is approximately 
300 ml per hour under 1 ampere of current.  (3) Temperature elevation can be suppress-
ed in safety region, when design of the blood chamber is suitable and the speed of blood 
stream is moderate.  (4) It may be possible that it will be completed as a midget artifi-
cial kidney, owing to its strong dialysability and consequently physical charage of patients 















う立 場か ら大 いに 改良が 期待 され る現状 で あ
る.
当教室 に於 て南 教授は早 くよ り人工腎臓装 置
の改善 を唱え てお られ た関係 で,筆 者は主眼を
装 置の 小型 化な らびに 透析速度 の 増 加に 置い
て,以 下に論 ず るような方式 の人工腎臓装置 を
考案 した ので薮 に報 告す る.
皿.新 装置 の概要
腎臓における尿生成のメカニズムが限外濾過作用に
















































































こ こにUは イWの 易動 度 で あ る.
上記 条 件 で(1)及び(2)を解 けば
r=-Eut十Xo
ツ=〃診





















































































(14)式 は 換 言 すれ ぽ 毎 秒 両 圃 亟室 に 供 給 すべ き電
解 質 の 量 を 与 え てい る と考 え て さ しつ か え な い
下 に(13)及 び(14)式 を 用 い次 の如 き数 値 で計 算
















































































1.BloodCleanerと称す る新方式 入 工腎臓
装置を創案 し,そ の特 性に関す る理論 的考 察
を行 つた.
2.BloodCleanerによる除去速度 は印加す
る電位勾 配のみに支配 され るもので,そ の制
御は極めて容易であ る.
3.補給電解液量は僅 少で概ね130cc/時・alnp
で十分 と老 え られる.
4.血液 の温度上昇は,血 液室 の形状 叉はその
冷却方式 を適 当に設計す るこ とに より一定限
度 内に保 ち得 る.
5.血液 の流量はそ の温度上昇に関 してのみ重
大 な意義 を有す る.
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